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9月定例会 視点・論点 
9月定例会において、各常任委員会で議論となったものを各委員長がまとめたものです。 

 

総
務
委
員
会 

 

　
当
委
員
会
付
託
の
議
案
三
件
、
報

告
一
件
、
請
願
一
件
の
審
査
結
果
の

報
告
を
致
し
ま
す
。 

　
第
六
四
号
議
案
（
春
日
市
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理
形
態
の
見

直
し
に
伴
う
規
定
の
整
備
）
と
第
六

六
号
議
案
（
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ

ー
文
化
芸
術
審
議
会
委
員
の
報
酬
額

の
決
定
）
及
び
報
告
一
一
号
（
衆
議

院
議
員
選
挙
費
の
増
額
）
に
つ
い
て

の
三
件
は
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

及
び
承
認
し
た
。 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

は
、
歳
出
と
し
て
公
共
施
設
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
費
四
百
万
円
を
始
め
、
道

路
新
設
改
良
費
、
社
会
教
育
施
設
災

害
復
旧
費
等
を
増
額
し
、
総
額
二
百

八
十
八
億
六
千
九
百
十
五
万
五
千
円

に
補
正
す
る
も
の
で
、
委
員
よ
り
ご

み
袋
有
料
化
に
対
す
る
意
見
や
都
市

計
画
道
路
に
対
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、

賛
成
四
名
反
対
一
名
に
よ
り
原
案
通

り
可
決
し
た
。 

　
請
願
第
一
号
「
『
市
場
化
テ
ス
ト
』

や
『
給
与
構
造
見
直
し
』
に
反
対
す

る
意
見
書
を
求
め
る
請
願
」
は
賛
成

一
名
反
対
四
名
で
不
採
択
と
な
っ
た
。 

  

　 

文
教
委
員
会 

 

　
付
託
議
案
六
件
を
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
た
。 

　
二
議
案
は
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

松
川
瑞
惠
氏
と
白
水
房
子
氏
を
推
薦

す
る
も
の
で
あ
る
。
第
六
十
三
号
議

案
は
現
在
春
日
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
公
社
が
運
営
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
を
来
年
四
月
か
ら
市

の
直
営
に
変
更
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
り
、
第
六
十
五
号
議
案
は
市
民
の

意
見
反
映
の
た
め
春
日
市
ふ
れ
あ
い

文
化
芸
術
審
議
会
を
設
置
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
公
社
が
こ
の
十
年

間
に
市
民
に
感
動
を
与
え
文
化
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
し
て
き
た
実
績

を
踏
ま
え
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
各
種
事
業
の
継
続

に
つ
い
て
要
望
し
た
。
第
七
十
号
議

案
「
春
日
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
の
主
な
内
容
は
ご
み
の
減
量

化
推
進
の
た
め
に
、
ご
み
の
有
料
化

を
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
四
十

五
㍑
家
庭
系
ご
み
一
袋
十
二
円
が
四

十
五
円
に
な
る
。
ご
み
処
理
の
現
状
、

古
い
ご
み
袋
の
処
理
、
雑
紙
類
の
分

別
回
収
の
拡
大
、
新
た
な
ご
み
減
量

化
施
策
の
実
施
、
市
民
へ
の
周
知
方

法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
　 

　 

厚
生
委
員
会 
 

　
当
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
条
例
案
件
四
件
、
補
正
予
算

案
件
三
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

全
員
が
原
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
決
算
認
定
案
件
三
件
に
つ

い
て
は
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。 

　
条
例
案
件
は
平
成
十
五
年
六
月
の

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る
も
の
で
、

公
設
民
営
の
保
育
所
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
ナ
ギ
の
木
苑
等
、
管
理
運

営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
が
適

用
さ
れ
、
委
託
業
者
を
指
定
す
る
た

め
の
条
例
改
正
で
し
た
。 

　
特
に
、
議
論
と
な
っ
た
の
は
公
設

民
営
の
中
に
新
し
く
民
間
へ
の
管
理

委
託
に
な
る
岡
本
保
育
所
が
列
記
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
行
政
改
革

大
綱
に
従
っ
て
民
間
管
理
委
託
が
決

ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
保
護
者
に

と
っ
て
は
青
天
の
霹
靂
の
感
が
あ
り
、

保
護
者
よ
り
出
さ
れ
た
陳
情
書
も
含

め
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
今
回
出
さ
れ
た
陳
情
書
に

こ
め
ら
れ
た
保
護
者
の
気
持
ち
を
十

分
理
解
し
、
保
護
者
の
不
安
を
取
り

除
く
た
め
に
も
、
で
き
う
る
限
り
の

手
段
を
講
じ
、
今
後
の
保
育
行
政
に

反
映
す
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。  

建
設
委
員
会 

 

　
付
託
を
受
け
た
議
案
の
う
ち｢

下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処

分
に
つ
い
て｣

は
、
企
業
債
の
借
換

に
伴
う
補
正
で
あ
り
、
長
年
要
望
し

て
き
た
高
利
率
の
借
換
を
行
っ
た
こ

と
の
評
価
、
今
後
も
拡
大
で
き
る
よ

う
国
に
対
す
る
要
望
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、｢

下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て｣

は
、
備
品
の
購
入
に
よ
る
増
額
で
あ

っ
た
。 

 

「
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に

つ
い
て
」
は
、
上
白
水
等
の
町
名
地

番
を
整
備
す
る
も
の
で
、
次
年
度
内

に
完
了
す
る
予
定
と
の
報
告
を
受
け

た
。
な
お
、
小
字
の
名
称
は
何
ら
か

の
形
で
継
承
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
「
市

道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」
は
計
画

的
に
行
っ
て
き
た
市
道
認
定
は
今
回

が
最
後
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
も
行
な
っ
た
。
「
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
組
合
の
数
の
増

減
に
つ
い
て
」
の
二
議
案
と
も
合
併

に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
議
案
ご
と
の
採
決

の
結
果
、
全
員
が
賛
成
を
し
た
。 

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
会
計
等
の
決

算
認
定
議
案
四
件
は
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
に
全
員
が
賛
成
し
た
。 

へ
き 

れ
き 


